
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 EPA（イーピーエー） 

機能性関与成分名 EPA・DHA 

表示しようとする

機能性 

本品には EPA・DHA が含まれます。EPA・DHA には血中

の中性脂肪値（TG 値）を低下させる機能があることが

報告されています。 

 

２．作用機序 

EPA・DHA は脂質合成酵素を活性化する転写因子である SREBP-1c (Sterol 

regulatory element-binding protein-1c)の核内移行を阻止することにより肝

臓での脂肪酸合成を抑制し、中性脂肪を低下させることが示されている 1)。加え

て、EPA・DHA は、肝臓において中性脂肪合成酵素である DGAT (Diacylglycerol 

acyltransferase) に直接作用することで中性脂肪産生を抑制する 2)。また、中

性脂肪代謝に関与する核内受容体である PPAR-α(Peroxisome proliferators- 

activated receptor-α) に結合し、肝臓での脂肪酸のβ酸化を亢進することで、

中性脂肪産生に必要な脂肪酸が減少し中性脂肪が低下すると示されている 2)。さ

らに、EPA・DHA は、リポ蛋白リパーゼ (LPL) の発現を上昇させ、血漿中での中

性脂肪の分解を促進することも報告されている 3)。 

 以上のように、機能性関与成分である EPA・DHA の中性脂肪の低下に関する作

用機序は、肝臓および血漿中の中性脂肪の産生抑制と分解促進作用によると考

えられる。 
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